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今回も発行が遅くなりました  
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昨今の福祉業界の求人の様子が大きく変わ

ってきている。 

 日本の産業構造が変化したのか？それとも

違う要因があるのかは、私にはわからないが介

護人材の不足が叫ばれて久しい。現段階では、

当法人においても外国人労働者の採用までに

は至っていないが。 

 このような状況で、とにかく職安等から紹介

があれば選ぶことなく採用せざるを得ないこ

とが多くなってきた。 

別な見方をすれば、採用面接の場面で、こん

な人に支援される利用者は不幸だなとしか言

えないが、それでも入り口の部分では、面接即

不採用にはできないジレンマがあり、頭が痛い

状況ではある。 

 その意味では、質の低下はとどめがきかない

というのが現場での本音ではなかろうか？ 

 時代遅れかもしれないが、我々が生業として

いる福祉の最大の報酬は利用者の笑顔であり、

共に歩むことで道が開けてくるとしか叫ぶこ

とができない。 

 このような状況の中で、必然的かもしれない

がヘルパー養成等事業者が養成希望者の減少

に伴い、人材紹介業を兼ねるようになってきて

いる。 

 採用すれば、初年度の年間給与支給金額に応

じて 20％程度の紹介料を払わなければならな

い。勿論、1～3 月間に退職もしくは解雇等につ

いては若干の返還はあるもののリスクは伴っ

てくる。 

  

今年は、幸いにも紹介を受けた人材に恵ま

れて数人のスタッフを確保する事ができてい

る。 

 しかし、この 1 年間で採用時の平均年齢が

40 歳代から 50 歳代に上がってきているので

20～30 歳代の若い年齢層は出会うのが珍し

い状況でもある。 

 年金等の問題もあり、就業年齢が高くなっ

ているので、平均年齢が高くなるのが悪いわ

けではないが全体の活性化という点では考え

ていかなければならない大きな課題である。 

 要するに、法人として独自の人材育成をど

のようにして実施していくのかを真剣に考え

ながら全体像を見直していかなければならな

い。 

 一方、介護人材の不足を補うために鉄腕ア

トムのような介護ロボット（感情をくみ取れ

るような AI）の出現を願っていることは私だ

けではないのではないだろうか。 

 

＊今回は、特集の一つとして A さん（医療的

ケアのある重症心身障害者で自立生活 10 周

年記念）の予定していましたが次回になりま

すので関係者の皆様ご了解ください。 
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1. 地域活性化への取り組み 

① 年間スケジュール 

  5 月 第 1 回しぎのぼっチャ選手権大会 

賞品総額 10 万円 

スタッフ動員 経費（若干） 

      参加チーム 24 チーム 

（参加費 1 チーム 300 円） 

  6 月 第 1 回しぎのかかし選手権 

      商品総額 10 万円 経費（若干） 

      参加かかし 18 体 

  7 月 七夕まつり 経費のみ 

  8 月 大流しそうめん大会（第 2 回） 

      経費 5 万円  

参加者会費180円×参加者200人 

  10 月 夜店（南鴫野商店街主催） 

収益 約 60,000 円 

収益分は夏祭りシリーズと併せ

て半分程台風 19 号の災害見舞金

に寄付 

予定 南鴫野路上展覧会（倉田莞爾

君の絵を中心に）約 1 週間 

  11 月 第 2 回しぎのぼっチャ選手権大会

（城東幼稚園を借りる）予定 

      商品総額 10 万円 

 

② ポイントカード発行（加盟店 30 店舗） 

 8 月 4,500 円 

 9 月 11,500 円 

 10 月 9500 円（途中） 

合計 25,500 円                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

③ シャッターアートの取り組み（南鴫野商

店街） 

   つむぎ館（法人事業所）原画倉田莞爾（放

課後デイ コドモダス） 

   杜のくまさん（法人賃貸物件） 

   マモル鍼灸治療院…原画倉田莞爾（放課

後デイ コドモダス） 

石神園…城陽中学校美術部 

 

このように南鴫野商店街を中心として、地域

への発信をしていく。資金的にも法人負担でい

かざるを得ないが定着するまでは地域への公益

的取り組みとして支出をしていかなければなら

ない。 

 

2. プログラムの実施 

 我々福祉を生業としてきた者として、従来は

自分自身の想いの元に、スキルを磨くことが求

められ、向上心の中で新たなプログラムを創造

してきた。 

そうそうの杜でも、今までの方向性を変えず

に支援の質を高めることを目指してきたが、餅

は餅屋が専門性を発揮できるし、より本物を求

めることでプログラムが活性化していくのだと

方針転換をした。 

 

 

今年度の取り組みから（新しい取り組みを紹介する特集） 
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＊外部講師の招へい 

①自閉症スペクトラム障害への取り組み 

座座（事業所）を中心にエルムおおさか

の対外事業（成人期スキルアップ事業）

の協力得て実施（10 月現在 3 回派遣）講

師派遣を受けてスタッフの支援力の向

上を目指した。 

効果としては、改めて法人として自閉

症スペクトラムに対する取り組みを徹

底していく。 

② 芸術活動 

・歌（ギター演奏による）… 

庵・創奏・つむぎ館・いま福の家 

・アロマ… 

庵・杜のこうさてん・いま福の家 

・ダンス… げんげん・つむぎ館・伝 

 

3. ざっかやさん新事業 

 

法人では、「Kawasemi」、「杜の Shokudo」

の店舗展開、その後に「杜のおかしやさん」と

飲食を中心に展開してきたが、発達障害のある

人や引きこもり気味で外に出にくい人への取

り組みの必要から、「杜のざっかやさん」を新

たに立ち上げた。 

 現在は、利用者も少ないが今後は充実してい

くべき取り組みになるので、一定の投資も含め

て充実させていかなければならない。13 ページ

以降をご覧ください。 

 

 

4. 就労支援事業の利用者への取り組み 

就労移行プログラムの実施で昨年度末から独

自に就労移行支援事業対象者を中心に実施して

きた。 

法人内においては、大阪市就業・生活支援セ

ンター北部センターも受託しているが、従来か

ら製造現場への就労が中心で、事務職等へのア

プローチができてこなかった。 

そのために、新たな職域開拓も含めてパソコ

ン、SST 訓練、就労前訓練等のプログラムも導

入し、充実を図ってきた。 

 



 

 

 

地域生活支援センター あ・うん  

真頼 正施 
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第 2 回「南鴫野商店街 夏祭り 長～い流しそうめん大会」（報告） 

しぎのエリア活性化プロジェクト 

 2018 年度から、法人本部を移転することを前

提に、鴫野エリアがにぎわうよう社会福祉法人

として貢献することを目的に鴫野エリア活性化

プロジェクトを結成し、地域の皆さまと協力し

てきた。これまでの活動と、2019 年度の大まか

な予定は右表のとおりである。 

2019年度は、5月に「しぎのボっちゃ選手権」、

6 月に「南鴫野商店街案山子（かかし）選手権」、

7 月に「七夕飾り」と 3 回のイベントを企画し

実施した。いずれも南鴫野商店街のアーケード

を活用した取り組みである。  

そして、2019 年 8 月 24 日土曜日、昨年から

数えて第 2 回目となる、「南鴫野商店街 夏祭り 

長～い流しそうめん大会」を開催することがで

きた。 

今回の流しそうめんの設備は、長さ約 40 メー

トル。当日は 11：00 から申込受付を開始し、

第 1 部の 12：00 開始と第 2 部 13：00 開始に申

込者を振り分けた。当日の参加者は 198 名であ

り、内訳は大人 78 名、子ども 120 名であった。

通常は人通りがまばらな南鴫野商店街のアーケ

ードが、8 月 24 日においては多くの人たちでに

ぎわっていた。流しそうめんを楽しむ人たち…

出店の食べ物（からあげ・ポテト・綿菓子）、金

魚すくい、輪投げ、ストラックアウト、くじ引

きなどを楽しむ人たち、その他マジックショー

や浴衣の着付け・手形アート製作などのワーク

ショップに参加した人たちなどである。 

 今回の夏祭りについても、地域の皆さまに多

くの御協力をいただき、ありがとうございまし

た。今後ともよろしくお願いいたします。 

年/月 取り組み 

2018 

7 月 

8 月 

 

七夕縁日 

南鴫野商店街夏祭り 

2019 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

11 月 

※シャッターアートの拡大（随時） 

しぎのボっちゃ選手権 

南鴫野商店街案山子（かかし）選手権 

七夕飾り 

南鴫野商店街夏祭り 

しぎのボっちゃ選手権 
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つむぎ館   

板見 善子 
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日中活動余暇の取り組み ダンス教室 

 2019 年 2 月から外部講師を迎えて、ダンスの

時間が始まりました。 

伝・げんげん・つむぎ館、3 カ所の事業所にて

ダンスの真央先生（いつも笑顔で素敵な先生で

す）が、それぞれに合わせてダンスやストレッ

チ等を教えてくれています。 

有り余ったエネルギーをダンスに向ける方、離

れているけれど音楽に合わせて体を揺らしてい 

る方、運動不足の解消、ストレス発散、ダイエ

ット…と皆さん目的や参加の仕方は違えども、

ひとりひとり楽しんで体を動かしています。 

リラックスタイムには好きな曲をリクエストし

たり、真央先生と話をしたり、いい時間となっ

ています。 

現在、11 月の第 8 回城東区 SARUGAKU 祭での

発表に向けて、練習中です！ 

 



 

 

 

創奏         

橋本 秀貴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日中活動余暇の取り組み 歌の教室 
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この 4 月より、週に 1 回 1 時間程度、ちゃみ

さん（左の写真のギターを弾いている人です）

に来てもらい一緒に歌を唄っています。 

 ちゃみさんのギターにタンバリンなどをあわ

せて唄っています。 

 何人かの利用者さんに感想を聞くと、声をそ

ろえて「楽しい」とのこと。付け加えますと、 

 

普段でもカラオケで一緒に唄ったりはするので

すが、ちゃみさんの声や生ギター、みんなが使

う楽器で別物のように感じます。 

 創奏の他、庵やげんげん（いま福の家も 9 月

から）でも行っています。一度覗いてみてくだ

さい。 

 



 

 

 

庵 

田島 直人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日中活動余暇の取り組み アロマセラピー 
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生活介護庵では前年度後半より外部の講師を

招き日中活動に組み込んでいます。今回はその

うちの一つ、アロマセラピーの紹介です。先生

には週一回 13 時 30 分から 15 時まで来て頂い

ています。皆待ち遠しくしていて、その時間は

素敵な香りと空間に包まれます。 

 

足の冷える方にはアロマオイルの成分に温ま

る効果のオイルをブレンドして貰ったり、また

緊張の高い方にはリラックス効果の高いものを

ブレンドして貰ったり、会話も楽しみながらア

ロママッサージをして頂き、とてもいい空間を

作り出しています。いい香りといい笑顔でスタ

ッフも癒されるとても素敵な時間です。 

 



 

 

 

杜のざっかやさん 

北橋 惇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杜のざっかやさんの取り組み 
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 今年産声を上げた『杜のざっかやさん』では、

皆様からご寄付いただいたご不用品をネット販

売していく中で、物販にまつわる検品・清掃・

梱包・発送等の作業と収益を生み出してまいり

ました。 

 今後さらに物販事業を発展させていくだけで

はなく、より多くの方々の思いに応えていくべ

く、今夏より 3 つの新事業を展開しております。 

 

1 Amazon 倉庫在庫品販売 

 最大手物販サイトAmazon では、日々多くの

返品在庫や売れ残った在庫を抱えております。

杜のざっかやさんでは、そういった Amazon が

捌ききれない倉庫内在庫を、直接のルートより

安価で仕入れ、ネット物販にて販売しておりま

す。倉庫からパレット単位で買い取るため、作

業の量も収益も非常に大きなものとなっており

ます。今夏はかき氷器を 338 台仕入れ、100 万

円超の売上を上げることができました。今後も

ざっかやさんの物販事業の主柱として、

Amazon 倉庫在庫品販売を続けてまいります。 

 

2 写真販売事業 

 近年、高性能なスマホカメラの普及により、

誰もが高品質の写真を簡単に撮ることができる

時代になりました。また、雑誌やテレビでも、

専属のカメラマンを雇うのではなく、ネットの

写真配布サイト（フォトストック）から写真を

入手したほうが安く手間がかからず済むため、

いまや写真配布サイトは、メディアから個人に

まで幅広く利用される、新しい時代の社会資源

になっています。杜のざっかやさんでも写真販 

売の事業を始めることで、写真撮影が好きなご

利用者様の才能を活かせる機会を作るだけでは

なく、写真加工等の新しい作業を生み出しなが

ら収益を得ております。また、写真売上の一部

は赤十字に寄付される仕組みとなっており、社

会貢献の一環にもなっています。随時、お写真

のご寄付や、カメラにご興味のあるご利用者様

をお待ちしております。 

 

3 ウェブメディア制作 

 発達障害ある方は、特定の分野において強い

関心と才能を持っておられ、その関心分野を仕

事にしたいと願っておられることが多いです

が、これまで事業所内でそういったニーズにお

応えすることは非常に難しい問題でもありまし

た。しかし、ネットの発展により、自分の興味

ある分野を深く突き詰め、ブログ等の形で公開

することにより、広告収入を得られる時代にな

っています。杜のざっかやさんでは、発達障害

ある方の関心や才能を大切に育み、それを仕事

にすることで、ご自身に自信が持てる生きがい

のひとつにしていただけるよう、収益が得られ

るブログ等のウェブメディアを制作しておりま

す。発達障害ある方の才能や関心を活かせる受

け皿として、多くのご利用者様をお待ちしてお

ります。 

 

ほか、利用者様の才能を活かすことができる

事業を時代のニーズに合わせながら柔軟に取り

入れ、多くの方々の思いを育み、才能が花咲け

る作業作りを目指し、日夜努力してまいります。 

 



杜のざっかやさん ３つの新事業イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Amazon 側 

お客様からの返品や在庫を処分したい 

格安でいいからまとめて買ってほしい 

杜のざっかやさん 

地域の方々からの寄付品を販売しているが、 

安定した販売品の供給がほしい 

定価の２～３割程度の金額で、倉庫の中の品物をまとめて購入。 

メルカリなどネット物販にて定価より少し安く販売し利益を得る。 

また、検品、梱包、発送等、潤沢で安定した作業を生み出す。 

今夏は新品のかき氷器を３３８台仕入れ、１００万円超の売上がありました 

デザイナー、メディア側 

制作物に使う写真がほしいが、 

専属のカメラマンを雇うのは高い 

写真撮影が趣味の方 

専属カメラマンになるほどではないが、 

撮りためたいい写真がたくさんある 

広告付きのインターネット写真配布サイトに趣味で撮影した写真を掲

載し、デザイナーやメディアは、サイトから好きな写真を無料でダウンロー

ドすることが可能。写真がダウンロードされるたび、撮影したカメラマンは

広告収入の一部を収益として得ることができる。そうそうの杜でもスマ

ホ等で撮りためた写真を掲載し、広告収入で利益を得ている。 

発達障害のある方 

特定の分野に強い興味・関心を持ち、 

優れた能力・知識を育んでおり、それを仕事にしたいと思っている 

福祉の現場 

なかなか事業所内の作業において、 

特定の関心・能力を活かし切ることが難しい 

ア
マ
ゾ
ン
在
庫
品
販
売 

写
真
の
ネ
ッ
ト
販
売 

ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
制
作 
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インターネット上のメディア（ブログ等）でご自身の関心あることを徹底

的に突き詰めていただく。強い関心があるほど、ネットでは専門的で価

値あるものとなり、多くの方にとって役に立つ、アクセスされるサイトと

なる。その広告収入によって、ご自身の本当に好きなことを仕事にす

るための受け皿とする。 

※現在杜のざっかやさんでは、ご利用者様の手により制作した、パソコ

ンの仕組みや疑問、使い方、パソコンビジネスマナーなどについて丁寧

に解説している『世界一わかりやすいパソコン教室』を運営していま

す。ぜひのぞきにきてください。 https://bin-sou2.com/ 



 

 

 

今福事業所  

高村 勇一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労移行プログラムの取り組み 

15 

＜就労移行支援事業の取り組み＞ 

2018 年 10 月より就労移行支援では就職に向

けた学習及びコミュニケーションスキルを向上

の目指したプログラムを実施してきました。 

2019 年 4 月より本格的に就労移行支援事業の

カリキュラムとして就労支援プログラムを導入

しています。 

 

＜就労移行支援プログラムとは＞ 

最近の就労移行支援事業所では「年間就職者〇

〇名」などを謳い文句にし、就職することに重き

をおいたプログラム（面接突破トレーニングや履

歴書の書き方支援など）や事業所が用意した就職

先に利用者の意向を十分に聞くことなく斡旋す

る形で就職させる事業所も多く存在しています。 

そのようなプログラムを受け就職していく方の

多くは、元々から職業スキルも高く、ある程度の

コミュニケーション力もある方です。 

また、そのようなプログラムでは就職すること

が目的であるため、職場で長く働き続けるスキル

（職場での立ち振る舞い方など）の醸成が不十分

であることが考えられます。  

  

社会福祉法人そうそうの杜 今福事業所におけ

る就労移行支援の目指すところは利用者の就労

意欲の醸成はもとより「就職者○○名」と就職者

の数を追う支援ではなく、「長く働いている人〇

〇名」「働いて自分らしい生活ができている人〇

〇名」を目指すべく、就労支援プログラムを実施

しています。 
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就労移行支援プログラムの全体像 
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＜就労支援プログラム①＞ 

スキルアップ研修 

（毎週月曜日１３時～１５時 場所：今福事業所）

     

・企業・各関連機関の支援者に自分で自分の事を

伝えられるよう、まずは自分の事を知るプログラ

ムを実施しています。 

具体的な手法…自分自身のカタログとも言え

る「私のカタログ」の作成をグループミーティン

グ形式で行っています。 

 

・自分自身がどのような職種に就きたいかをイメ

ージできるよう、様々な職種の解説を行うことも

プログラムに取り入れています。  

具体的な手法…ハローワーク求人票に記載さ

れている仕事内容を写真・イラストにて解説した

り、企業のホームページに公開されている障害者

雇用の動画を閲覧し、解説。その後、グループミ

ーティングで話し合う形式で行っています。 

 

・その他、利用者の希望に沿った「学びたいこと」

「知りたいこと」をプログラムに取り入れていま

す。 

 

＜就労支援プログラム②＞ 

ソーシャルスキル・トレーニング（ＳＳＴ） 

（隔週水曜日 １３時～１５時３０分 

場所：あ・うんミーティングルーム大） 

 

・自分自身が生活場面で困っているコミュニケー

ション場面を再現し、今より良くなるような言動

になるプログラムを実施しています。 

具体的な手法…実施に起こりうる生活場面（散

髪時に自分がしたい髪型を言えない。お店でお釣

りを間違えられた時など）を設定しロールプレイ

（まずやってみる⇒振り返る⇒より良い方法の

練習⇒宿題⇒振り返る）形式で行っています。 

 

・実際の仕事場を想定し、報告・連絡・相談（ホ

ウ・レン・ソウ）をどのように行えばよいかを学

べるプログラムを実施しています。 

具体的な手法…現在、今福事業所で行っている

作業（仕事）の場面で特に難しい事例を利用者に

挙げてもらい、実際に再現しより良い方法を検討

した後、ロールプレイを行っています。 

 

・就労準備プログラムと連動した、より就活に活

かせるロールプレイを行っています。 

具体的な手法…面接や会社訪問等を実施する

前にその場面を想定しながらの入室から退室ま

での一連の流れを体得できるようロールプレイ

を行っています。  

開始当初 参加利用者は恥ずかしがって、なか

なかロールプレイに臨むことが出来ませんでし

たが、回を重ねるにつれ全員が課題に取り組める

ようになりました。 

 

     SST の様子 
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（グループワークの記録） 

グループワーク 

（隔週水曜日 １３時～１５時３０分 

場所：あ・うんミーティングルーム大） 

  

・設定したテーマを基にグループで話し合い、

グループとして纏め上げて発表を行っていま

す。 

・その目的として、まずは顔の見える仲間同士

で自分の意見を伝えることのできようになる

事。また各回で役割を変えながら他者の苦労を

共有し、参加者がお互いに尊重し合える考えを

醸成しています。 

※「みんなでお盆休みの旅行を企画しよう。」

というお題で取り組むと、活発な意見交換を利

用者達だけで行い、纏まった企画が「イタリア

～フランス～スペインを鉄道移動で満喫企画」

でした。みんなが行きたい見たいところを集約

したら鉄道移動になったようです。就職して自

分たちのお給料で実現して欲しいと思います。 

＜就労支援プログラム③＞ 

パソコントレーニング 

（火曜日、木曜日 １３時～１５時００分 

場所：あ・うんミーティングルーム小） 

 

・利用者のパソコン操作習得度に応じて個別の

教材で行い、職業的スキル及びパソコンが使え

るようになる事で生活の質の向上を目指して

います。     

具体的な手法…職業的スキルを向上する為、

日本情報処理検定試験の教材を使い資格取得

を目指します。  

・生活の質の向上を目指すプログラムとして、

年賀状作成（E-mail)や作画などのオフィス系

ソフト以外での学びを深める。 

※パソコントレーニングは利用者それぞれ

の習得度によって、２グループに分かれて学習

していますが、パソコンを今まで使用していた

利用者は日本情報処理検定試験を７月に受け、

自分たちが設定した級を見事に合格していま

す。 

また、パソコン初心者の利用者もパソコンを

使う事に楽しさを覚えて、こちらも日本情報処

理検定パソコンスピード（日本語）５級に認定

されました。これも素晴らしい努力の賜物で

す。 

自分達はなかなか気づけていないようです

が、着実に就労スキルは向上しています。 

努力の賜物です       

『利用者の感想』 

Ｎさんの感想… パソコンで絵

がかけるようになって楽しい。 

 

Ｉさんの感想… 丁寧に教えて

くれて、打つスピードがどんどん

速くなるのがうれしい。 
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個別学習 

（火曜日、木曜日 １３時～１５時００分 

場所：今福事業所） 

 

・利用者個々に持っている課題を自主学習形式で

学びを深めています。 

具体的な手法…知識学習として「漢字書き取

り」を漢字練習帳を用いて繰り返し学習をしま

す。個々に書く内容の違う履歴書は個別学習の時

間で作成しています。パソコンの学習をより深め

たい場合はパソコントレーニングで学んだこと

の復習の時間に充てています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜就労支援プログラム④＞ 

就労準備プログラム 

（金曜日 １０時～１１時４５分 

場所：あ・うんミーティングルーム大） 

 

・就職活動に必要な知識や能力向上を目指すプロ

グラムとして実施する。 

具体的な手法…利用者参加型の質問形式を主

な手法とし、ハローワークの利用方法、履歴書の

書き方、身だしなみ、面接の受け方また、施設外

にての活動（会社訪問、ハローワークでの就職活

動、各種セミナー参加）を月１回程度実施し、外

部の情報刺激を与えて就労意欲の醸成を図って

います。 

・自分の進路（働き方や職種）が決められるよう、

情報提供を行いながら自身で決めていける支援

を行っています。 

 

・継続した就労における健康管理、生活環境の管

理（清掃、整理整頓、洗濯、入浴、食事）の方法

を法人内のスペシャリストや外部講師を招き利

用者の意識の向上を図ります。  

就労準備プログラムで行った外出訓練…企業に

伺っての職場見学、人事の方からの企業説明。会

社説明会の参加。ハローワーク以外の就労支援施

設（ＪＯＢフィールド）の訪問など 

 

＜就労支援プログラム⑤＞ 

作業実践プログラム 

（毎日 就労プログラムを実施しない時間 

場所：今福事業所） 

   

・就労支援プログラム①～④で学んだ事が、実際

の職場と同じような環境下で実践することがで

きるよう練習を行っています。   

具体的な手法…今福事業所内の作業（仕事）を

行うことで、職場環境下で学んだことの練習をし

ています。問題が生じた場合や新に発生した課題

などをスタッフとの面談を行いながら解決して

いっています。 

利用者の進捗や意欲に応じて、施設外での実習

（企業実習や職場体験実習など）をコーディネイ

トし、更なる習得を目指します。 

 

＜就労支援プログラム⑥＞ 

個別就職活動プログラム 

（個別に随時 場所：ハローワーク等関連機関） 

 

・就労意欲が向上し、準備性も整ってきた利用者

に対し、ハローワーク等を利用して実際の就職活

動を行っています。 

具体的な手法…利用者個別に就職活動をスケ

ジュール化し、スタッフが同行しハローワーク等

の機関に出向き求人検索・紹介を受ける。面接機

会があれば、スタッフ同席で面接を受ける。 

また、ハローワーク、職業センター、就ポツと 

     履歴書作成の様子 
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の連携を強化し就職活動を円滑に進める為、必

要に応じ職業評価を受け、ケース会議を開催し

ていきます。 

 

※本年度から各プログラムを本格稼動し、5 ヶ

月目に入りました。参加利用者はなかなか気づ

けていないようですが、着実に就労スキルは向

上しています。 

 

Ｋさんの感想…Ｉさんは最近明るくなって、よ

くしゃべってくれるようになった。 

Ｉさんの感想…早く就職したいと思うけど、プ

ログラムを受けてコミュニケーションを上手く

なりたいと思うようになった。 

Ｎさんの感想…パソコン検定で級が取れたの

で、もうひとつ上の級を取りたくなった。 

Ｉさんの感想…優しく話せないことが嫌だった

けど、テーマがあれば何とか話せるようになっ

たような気がする。 

 

Ｎさんの感想…漢字の練習は時々眠くなるこ

とはありましたが、履歴書を書けるようになっ

たのはうれしかった。 

 

支援を行う方もまだまだ試行錯誤しながら

プログラムを行っています。 

これからもプログラムに磨きをかけ、一日で

も早く就職し、一日でも長く働き続けるような 

支援を構築していきます。そしてプログラムを

受けて就職した利用者が「自分らしい暮らし」

ができたと言えるような支援を行っていきま

す。 

 

プログラムを本格稼働し 6ヶ月が経過して 1

名の利用者が就職決定し 2019 年 10 月 1 日よ

り就労しています。 

また、プログラムでしっかりと書類を書くこ

とができるようになった利用者は書類選考に

合格し、2019 年 10 月 7 日より雇用前実習が始

まり、この実習が成功すれば採用、就職が決ま

る予定です。 



 

 

 

今福事業所 

国本 英浩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今福・座座・つむぎ館夏旅行（海水浴） 
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日程：令和 1 年 7 月 18 日～19 日 

参加者：利用者 31 名 スタッフ 9 名 

場所：京都府京丹後市 浜詰海水浴場 

 

毎年恒例の夏の一泊旅行！今回も京丹後市に

ある浜詰海水浴場に行ってきました！ 

今年は梅雨がまだ明けていないこともあり、

天気は大雨でした。なんとか小雨になるまで待

ち、いざ海岸へ！この日は雷注意報も出ていた

ことから海には入れなかったですが、砂浜で海

レクを堪能。30 分程すると雨が強くなり旅館へ 

戻りました…。旅館は今回も琴海さんにお世話

になりました。旅館の豪華な晩御飯や宴会レク

で海に入れなかったストレスを皆さん爆発させ

てました。2 日目は皆さんの願いが叶ったこと

から天候が回復し海に入れることに！久しぶり

の海に皆さん大喜びです。 

今回例年と違い旅行のスケジュールが変わ

ることがありましたが、そのことで調子を崩す

方も出ず、皆さんの成長を感じた一面が見られ

ました。まったりとした旅行となりましたがし

っかり楽しめたと思います。 

 



 

 

 

地域生活支援センター あ・うん  

大竹 寛輝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田植え・稲刈り 

6 月 13 日。今年も例年となった田植えの時期

になりました。 

天候も良く、絶好の田植え日和となりました。

毎年参加してくれる顔ぶれも多く、慣れた手つ

きで苗を植えてくれました。 

おいしいお米ができるように皆さん丁寧に？

一つ一つ植えています。 

普段、何気なく食べているお米もこうやって

自分たちで植えることで生産者の苦労が身に沁

みます。 

また、そうそうの杜内の口腔ケアでお世話に

なっている合同会社Base One さんも手作りお

にぎりを持ってきてくれ応援してくださいまし

た。この場をお借りしてお礼を申し上げます。 

さあ、早いもので 10 月の稲刈りがすぐそこま

で来ています。今年は？今年も？おいしいお米

ができるか不安と期待で一杯な今日この頃です

…。 

 

2019 年 10 月 21 日。今年も稲刈りの季節

がやってきました。 

昨年度から畑の規模を拡大したこともあ

り、精華町にあった田んぼを引き払いから木

津川市の田んぼだけに集中して作ることにな

りました。 

田んぼの規模が減ったから管理はしやすい

と思っていたのは甘かったようです………。 

実際、無農薬で作るとなると簡単ではない

です。夏になると雑草との戦い、もちろん害

虫や病気にも気をくばらなければなりませ

ん。今の時代、身体に影響のない農薬も増え

てきていますがそうそうの杜米は今後も農薬

は使わず「体に優しいおいしいお米」を作っ

ていきます。 

 新米は kawasemi にて販売！もちろん食べ

ることもできますよ(^^)/ 
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本部 

出口 祐也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城東祭り報告書 

■日時：2019/7/27 

■場所：城東小学校 

■販売品：豚串（100 円）、フライドポテト（100

円）、ポップコーン（100 円）、ジュース（50 円）、 

水（30 円） 

■売上：37,320 円 

■利益：14,421 円 

■報告 

 当日は台風の影響で昼過ぎまで雨が降ってお

り、グラウンドもぬかるんでいた中での開催と

なりましたが、子供からお年寄りまで多くの方 

が来られていました。ポップコーンの機械が最

初動かないというトラブルがありましたが、動

きだしてからは子供たちが興味深そうに見てい

ました。 

豚串、ポップコーンは完売。フライドポテト

も早い時間で完売となり、列ができるぐらいの

人気だったので途中で買い出しをするぐらいた

くさん売れていました。設営準備からレジ、売

り子と多くのスタッフ、利用者が協力して盛り

上げてくれました。 
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今福事業所  

手塚 勇太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今福まつり報告書 

■日時：2019/7/28 

■場所：今福小学校 

■販売品：冷やしきゅうり（100 円）、キャラク

ターすくい（100 円）、コイン落としミルクせん

べい（100 円）、水（30 円） 

■売上：45,600 円 

■利益：23,463 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■報告 

開催予定日は 7.27 であったが雨天の為、7.28

の開催となりました。 

日付けの変更があり、来られる方の人数が減

ることも考えられましたが影響なくたくさんの

方々が訪れていました。 

7.26 から利用者、スタッフが力を合わせお祭

りの準備をし、普段お祭りに行くだけでは感じ

られない祭りの裏側を体験できました。 

準備をしている段階で皆さん良い表情をされ

笑顔であふれていましたが、失敗があると「こ

れはやり方が違う！」と利用者から声があがっ

たり、和気あいあいとするだけではなく真面目

に真剣に準備しました。 

 

 

自分で作ったものを販売するといった体験は

中々できるものではないので利用者、スタッフ共

に大きな声を出し誠意を込めて販売しました。 

おかげさまでキュウリの売れ行きは順調でお祭

りが終わるころには売り切れになる程の人気ぶり

となりました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも、コイン落としミルクせんべい、キャラ

クターすくいと３種類の出店をしましたがどちら

もキュウリに負けじと好調な売り上げでした。 

こういった体験をする中で商品を買う側だけで

はなく売る側としての体験もできるとっても大切

な行事だと思います。 
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お祭りで販売したキュウリ１本漬けの仕込みです 

実際の販売している様子です。自分でつくったものを 

売っていたのでより一層大きな声を出されていました。 



 

 

 

つむぎ館 

松田 昌規 
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聖賢祭り報告書 

■日時：2019/8/3 

■場所：聖賢小学校  

■販売品：唐揚げ（100 円）、フライドポテト（100

円）、水（50 円/2 本） 

■売上：56,584 円 

■利益：17,833 円 

■報告 

昨年は台風の影響で中止になったこともあ

り、2 年ぶりの開催となった。今回、当日は猛

暑ではなく酷暑。準備の段階からスタッフは大

粒の汗を流していた。それでもさすが慣れてい

るといった様子で淡々と着々と準備を進めて、

始まるのを待ち構えていた。いよいよ始まると

いう段階でスタッフ、利用者全員で円陣を組み、

気合を入れた。目標売上金額は 10 万円！ 

 15 時になりいよいよ販売開始。今年は唐揚

げ、フライドポテトを販売したが最初は客足が

伸びずなかなか売れない時間が続いた。何度も

参加しているスタッフは「最初はこんなもんで 

夕方から一気に売れ出す」とのことだったので

その言葉を信じたが、その反面「売れなかった

ら…」という不安もあった。 

 しかし、スタッフの言葉が現実になる。夕方

頃から祭りに来る人達が増え、それと同時に一

気に客足は伸びてきた。唐揚げ、フライドポテ

トを揚げても揚げても追いつかない状況。お客

様を待たせることもあった。だが、そのタイミ

ングでたくさんの利用者やスタッフが手伝いに

来てくれたり、お客様として来てくれたりとそ

の場が段々と盛り上がってきた。空気が変わっ

たのをすぐに感じた。今まで以上に大きな声を

出し、楽しい雰囲気を作ってくれた。すごく有

り難かった。「利用者を巻き込んで」というのが

目標だったが逆に利用者に助けてもらった。結

局目標売上金額までは行かず購入した具材も余

ってしまったが、最後まで楽しい時間を一緒に

過ごせてよかった。 

 



 寄付にご協力いただきありがとうございます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆうちょ銀行  口座番号：00940－5－185986 

振込先（加入名）：そうそうの杜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その他、地域の方々にアルミ缶・牛乳パック等、様々な物品の寄付をいただいておりますことを心よ

り感謝申し上げます。いつも本当にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日、私の育ての親である祖母が余命 3 日という宣告を受け、私は毎日病院に通っては手を握ったり

体をさすったり、昔話をしたりしていましたが、祖母は余命 3 日という宣告を大きく覆し、3 週間もが

んばって家族との時間を作ってくれました。あるときファミレスのドリアが食べたいというので、慌て

てテイクアウトし病室まで運んだところ、祖母は食べることができませんでしたが、匂いを嗅ぎ、舌の

上に乗せ、とても満足そうにしていました。それが祖母の最後の食事らしい食事になりました。ファミ

レスにとっては多くあるテイクアウトのひとつだったかも知れませんが、私は、この時ドリアを作って

くださったファミレスに心の底から感謝しております。どんな小さなところにも心が宿っており、改め

て小さなことひとつひとつを大切に積み重ねていきたいと思っております。          北橋 

編集後記 

社会福祉法人そうそうの杜では、当法人の理念や事業、目的に賛同される方、事業活動へのご支援をい

ただける方に寄付をお願いしています。寄付をしていただいた皆様には機関紙「想創奏」をお送りします。 

寄付金について、従来は、当法人の理念や事業、目的や事業活動にご支援をいただいた方々に賛助会費

と一般寄付という形で寄付をいただいておりましたが、このたび賛助会は実質的な活動を伴っていなかっ

たので廃止させていただきました。 

そのため今後は、一般寄付という形で統一させていただくことにしました。 

寄付の方法は、従来と同じ郵便振替口座に御振込をお願いします。 

今後ともご支援、ご協力いただきますように、法人として努力して参りますのでよろしくお願いいたしま

す。 
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（令和元年3月27日～10月2日にご支援頂いた方） 

橋本 喜義・千鶴子・暁子／鍬の会／稲岡 了三／水谷 春美／兵藤 多美子／一般社団法人ティースワ

ン／上出 智章／吉川 愛子／井上 宜子／西野 克明／中島 聞吾／中島 勝／株式会社 山元紙包装

社／株式会社 田中止鉄工所／若葉建設株式会社／聖賢社会福祉協議会／特定非営利活動法人さかえ会 

代表理事 岸本 大三郎／黒江かしわ店／進藤 久子／野間 滿典／松野税理士公認会計士事務所 税理

士・公認会計士 松野剛史／伊藤 光子／渡邊 晴菜／横川 よし子／橋本 照夫／竹林 秀規／国本 

光子／太居 久実／高見 浩子／池田 勉／綿谷 陽子／竹中 康豊／小澤 日出子／奥野 正継／河本 

芙美子／水本 貴子／倉川 晴子 



 

 

社会福祉法人そうそうの杜 

■法人本部 

城東区鴫野東3-2-26 Tel/06-6965-7171 Fax/06-6167-2622 

■地域生活支援センターあ・うん 相談支援事業 

Tel/06-6965-7171 Fax/06-6167-2622 

■伝 児童発達支援・放課後等デイサービス 

 Tel/06-6955-8070 

■北部地域センター（大阪市障がい者就業・生活支援センター） 

Tel/06-6955-9921  Fax/06-6167-2622 

   ■杜のShokudo 就労継続支援Ｂ型 

 Tel/06-6955-8080 Fax/06-6167-2622 

■とことこっと 居宅介護・重度訪問介護・同行援護・移動支援・訪問介護 

城東区中央1-6-28 Tel/06-6167-7530 Fax/06-6955-8826 

■庵 生活介護 

城東区中央1-6-23 Tel/06-6935-0909 

■げんげん 生活介護 

城東区鴫野東3-18-5 Tel/06-6180-9670 

■創奏 生活介護 

城東区中央1-7-27 Tel/06-6935-3794 

■Kawasemi 杜のおかしやさん Lianの杜 就労継続支援Ａ型 

城東区中央1-6-29 Tel/06-6935-1111 Fax/06-6935-1911 

■座座 就労継続支援Ｂ型 

城東区鴫野西5-13-6 Tel/06-4258-6013 

■つむぎ館 就労継続支援Ｂ型 

城東区鴫野東3-2-26 Tel/06-6180-6820 

■今福事業所 就労移行支援・就労継続支援Ｂ型 

    城東区今福南1-2-24 Tel/06-6933-0737 

■いま福の家 地域密着型通所介護 

城東区今福南4-15-33 Tel/06-6180-7399 

■添 短期入所 

城東区鴫野東3-2-5 Tel/06-6167-5395 

■杜のこうさてん（大阪市つどいの広場事業） 

城東区鴫野東3-3-3  Tel・Fax/ 06-6961-5505 

■杜のざっかやさん 就労継続支援Ｂ型 

城東区鴫野東3-2-1 

 


